
シートベルトは、交通事故にあった場合の被害
を大幅に軽減します。
また、正しい運転姿勢を保たせることにより、
疲労を軽減するなど、様々な効果があります。

シートベルトは必ず全席で正しく着用しましょ
う。
（病気などやむを得ない理由がある場合を除く）

ねじれていないか

骨盤を巻く

シートの背を倒さず
シートに深く腰掛ける

こどもの体格に合わせる

チャイルドシートを
座席に確実に固定

６歳以上であっても、大人用のベルトが
正しく着用できるまではチャイルドシート
やジュニアシートを使用しましょう。
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チャイルドシートも、交通事故に
あった場合の被害を大幅に軽減し
ます。また、こどもが運転操作の
支障となることを防止する効果が
あります。

チャイルドシートは、使用の方法
を誤ると、効果がなくなりますの
で、正しく使用しましょう。

こどもの命を守るのは
大人の責任です！
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約５倍

シートベルト着用別死亡重傷化率

65歳以上の高齢者
乗用車・貨物車の四輪車乗車中（特殊車を含まない）

シートベルト非着用時の死亡重傷化率は、

着用時と比較して、約５倍と大幅に

高くなっています。

シートベルト着用ならば

被害軽減の有無

《高齢者のシートベルト着用状況（令和７年中）》

シートベルト非着用の死亡重傷者のうち、

94.1％はシートベルトを着用すると

被害が軽減した可能性がありました。
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シートベルト着用
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シートベルト
着用しても同じ
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65歳以上の高齢者
乗用車・貨物車の四輪車乗車中（特殊車を含まない）


